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［キーワード］スクールカウソセリソグ学校臨床心理士（スクールカウソセラー）教師連携 コソサルテーショソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　Cの中立性の視点を呈示している。

I、はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　今井（1998）は，コソサルテーショソにおいて，相談

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事例本人を取り巻く人たちの多層な人間関係を最重要視

　文部省のrスクールカウソセラー活用調査研究委託事　　し，さらに本人やコソサルティ（担任）の現実に起きて

業」が開始されて以来，スクールカウソセラー（以下S　　いる間題への具体的対応についてコソサルテーショソ事

Cと記す）に関する研究は急速に発展してきている。目　　例を提示し，検討している。

本臨床心理士会が主催して1995年以来毎年開催されてい　　　S　C活動では，児童生徒へのカウソセリソクといった

る学校臨床心理士全国研修会には，年々経験を積んだ学　　直接的援助を行うにせよ，あるいは教師へのコンサル

校臨床心理士のさまざまな実践報告がなされ，その広が　　テーショソや学校システム作りといった問接的援助を行

りと深まりが知られるようになっている。伊藤（2000）　　うにせよ，S　Cが派遣された各学校においてどのように

は「学校側から見た学校臨床心理士（S　C）活動の評価」　教師との連携をとり，協力して学校システムを援助して

について，全国の小・中・高校においてS　Cが配置され　　いくかが鍵であるという共通の認識が生まれている。

た学校（配置校）と，配置されていない学校（未配置校）　　学校組織ということと個人療法との兼ね合いについて

を対象として，多面的なアソケート調査を実施し報告し　　は，伊藤（1998）が，「学校という場での自然な流れを

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十分に意識し，その流れを優先しつつ」S　Cの行った動

　筆者らは，さきにrスクールカウソセリソグの現状と　　きが個人療法の原則からどの程度外れるのかという距離

課題」というテーマで，島根県におけるスクールカウソ　　関係を自覚することによって，体系的専門性に裏付けら

セリソグに関する調査結果を報告した（大西・高見　　れた事例への対応と考察を可能にすると述べている。中

1998，浦木・大西・高見！998）。また，S　Cが行ったプ　　島（1999）も，教師とのフォーマルな対話とイソフォー

レイセラピーについての事例研究も行った（足立・大西　　マルな対話の双方を重視し，教師の持つ既有資源（認知

2000）。その中で，筆者らはS　Cが学校でプレイセラピー　　的資源・情緒的資源・方略的資源）を活用したS　C活動

を行う意義と限界について1）担任への危機介入，2）　　の事例を取り上げ，「相手の既有資源を活用する発想は

学校全体のサポートカの向上，3）子どものサイソに対　　個人療法の発想と共通していること」r学校現場の特性

する早期対応，4）学校と治療機関の中問としての位置　　と専門的個人療法の双方に開かれた発想を持つことの有

づけ，5）勤務時間の制約などについて考察した。　　　　用性」について考察している。また，教師との連携やコ

　本問・米山（1999）は，rスクールカウソセリソグで　　ソサルテーショソについて考えるとき，r個人療法の枠

は依拠する理論以前に，学校の中で繰り広げられる関係　　組みとのつながりや距離関係の視点を含めることが重要

性自体への十分な理解や洞察が必要」と述べ，教師との　　な意義をもつと考えられる」と指摘している。

連携の難しさについて教師集団の関係性の中に存在する　　　このように，スクールカウソセリソグがより有効に機

幸島根大学保健管理セソター（非常勤カウソセラー）　しまね臨床心理研究所
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能するためには，教師とS　Cがいかにうまく連携を取り

協調してその任務を果たすかが大変重要である。

　本研究では，筆者らが小学校のS　C活動で行った場面

絨黙児と不登校児の2事例を取り上げ，コソサルテーシ

ョソ及び教師・保護者・地域その他との連携，学校にお

げるサポート・システムの形成，確立という視点で検討

する。

皿。事例

［S　C活動の背景及び概要］

　中学校を拠点とし，町内の6小学校も担当する拠点校

方式で，S　Cは女性2名（S　C1：足立，S　C2）が派

遣された。町はずいぶん以前からSC事業への希望を出

していたがなかなか派遣が決まらなかったため，実際に

S　Cが派遣される2年前から町に教育相談員（退職校長）

を，1年前からスクールケア（退職保母）を配置してい

た。そのため，S　Cが派遣されたときにはすでに相談に

対する町教育委員会や学校側の理解がある程度進んでい

た。派遣されるとすぐに町教育相談員が中心となって，

S　C連絡協議会が結成された。この会は，町教育相談員，

S　C，スクールケア，拠点校及び各小学校教員（校長，

教頭，養護教諭，生徒指導主任）で構成され，2ヶ月に

1回の割合で開催され情報交換，ケース研究を行った。

学期に1回懇親会も持ち，相互交流も深めた。相談につ

いては，スクールケアには比較的健康度の高い中学生の

自主相談，町相談員には家庭訪問しながらの家族全体へ

の関わりが有効なケース，S　Cにはセラピー的援助が必

要なケースや他機関に紹介が必要なケースという具合に

拠点校養護教諭がうまく分担を振り分け，勤務時問に限

界のあるS　Cを有効に活用する要となった。また，S　C

は個別の相談，教員へのコソサルテーショソ以外に，拠

点校，各小学校を巡回して教員研修，構成的クループ

ェソカウソターなどを行った。また，以下に述べるA子

や他児のプレイセラピーが発展して学校外の空き保育所

を町の相談室にしようという動きが生まれ実現した。

事例1　X小学校5年生　女児A子　場面絨黙

＜プレイセラピー開始までの経過＞

　1年次9月，X小学校の養護教諭と教頭が拠点校を訪

れ，「場面絨黙の児童がおり，学校全体で関わっている

がうまくいかない。特に担任は苦慮している。」との訴

えで，S　Cの援助が求められた。まずS　C2が学校を訪

問し，両親と面接した。S　C1とS　C2が話し合い，A

子の生育歴や症状（夜尿）から，A子自身へのセラピー

が必要と判断した。S　C連絡会，教育委員会と相談の結

果，この地域には治療機関がなく，紹介できる機関も遠

方で継続が大変困難であること，他にもセラピーが必要

な児童が別の小学校にもいたことから，町の体育館内に

プレイルームを設置した、S　C1が子どもへの直接的援

助，S　C2が親面接を担当することになり，担任が保護

者との連絡調整役をひきうけた。S　C1と担任は適宜庸

報交換を行った。この情報交換では，S　C1からプレイ

セラピーの内容を伝えるというよりも，担任が学校での

A子の変化に目を向け確認しあうことに重点をおき，S

Cと協力してA子を支えているという信頼関係を維持し

ていくことを大事にした。

＜構造＞

　月2回，50分，町体育館の事務室の半分を問借りして

つくった4畳ほどのプレイルーム（後に町の空き保育所

に移転），無料

＜プレイセラピーの過程＞

X年10月～X＋2年3月，25回

〔第I期（＃1～＃7）　関係作り一A子と，そして学

校と一〕

　＃1は母親と来室。表情が硬く過度に緊張しており，

殆ど動かない状態であった。絵を描こうと誘ってものら

ないので，家でよくやっているとあらかじめ聞いていた

折り紙に誘って，30分くらいかけてゆっくりと鶴を折っ

た。学校行事等で2回のキャソセルの後，冬期は送迎困

難で春まで延期したいとの父親からの中し出があった

が，その後X小学校から教員が送迎するとのことで継続

することになった。＃2は2ヵ月後で，以後ほとんどの

回を校長，教頭，時に担任が送迎した。＃3の後，S　C

2はX小学校の教員研修でrA子が卒業式で返事をする

ようになって欲しい」との教員の期待を聞き，焦らない

ようにと教員に伝えた。またS　C2はA子が6年生にな

っても担任が持ち上がりになるように校長に希望し，校

長もその考えであることが確認された。A子は＃4から，

オセロを少しづつやりはじめ，その後アクロバットボー

ルを投げたりボーリソグなどで体を動かし始めた。また，

おもちゃが床に落ちたりすると，「くっ」と思わず声を

出して笑い，あわてて口を押さえたり，ひ一ひ一と無声

音で笑ったりし始めた。

〔第皿期（＃8～＃12）　退行〕

　ガソリソスタソド，救急車，踏み切りや動物をよく使

うようになり，そのうち赤ちゃんと母親の人形遊びなど

が中心となっていった。イメージが豊かに表現されるよ

うになり，母子の一日の物語を人形で表現し，S　Cに人

形の言葉を言うように求めた。S　Cに「ヘビ笛」を吹い
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てくすぐるなどの余裕も出てきた。また，I期には描こ

うとしなかった絵を自分から描き始め，ポケットモソス

ターを数多く描いた後，井12には初めて自分から女の子

が一人で家の中にいる絵を描いた。また，ピストルでお

もちゃを撃つ場面も多く見られた。S　Cとも目やゼスチ

ャーでのr言葉のない」コミュニケーショソがふえてい

った。

　この時期，担任は現実場面のA子の変化について「友

達との関係では大きな変化はないが，自分（担任）に対

して積極的になってきた。テストでも完全に丸がもらえ

るところしか手をつけなかったのに，わからないところ

もやってみようとして気がつくと自分の横に来て待って

いる。《教えて欲しいの？》というとうなずくので，教

えるようになった。」とS　Cに語った。また「家庭でも

父親に文句を言うようになってきたと聞いている。」と

のことだった。

〔第皿期（＃13～＃20）　家族の再構築〕

　キャッチポールゲームをしたり，箱庭がないのでジェ

ソガで枠を作って家を作りはじめ，家族の物語が作られ

た。また，筆談が始まり，その量も飛躍的に増えていっ

た。初めは黒板に学校で習った歴史上の人物を書くとこ

ろからはじまって，自分や家族，S　Cの名前をローマ字

で書いたり，給食のメニューを書いたりした。そのうち’

S　Cとのゲームの点付けをしたり，紙にS　Cに対する質

問を書くようになった。また，ミニピプノを弾いたり，

料理をしている音や人形が食事をする音を無戸音で発声

するなど，A子自身のr音の世界」が広がった。カウソ

セリソグの時問延長の要求も表現できるようになった

り，机からおもちゃを落とすなどS　Cへの攻撃が表現さ

れた後，兄弟の物語が作られていった。また筆談の中に

学校生活の話題も増えていった。

　担任は，「5年生のときには交換日記を試みたができ

なかった。最近自分から友達をつくった。カウソセリソ

グに行くときは廊下に出ると笑顔になる。今まで見送っ

ても手を振らなかったが，カウソセリソグに行く時だけ

は見送ると手を振るようになり，最近は自分から手を振

るようになった。動物の観察記録だった目記も自分のし

た事を書くようになり，最近はカウソセリソグのことも

書いている。行事の感想も何も書かなかったのが『よく

わかりません』『思ってるけど書けません』と変化した。」

とS　Cに語った。

　また，A子の変化やその他のS　C活動の中で空き保育

所を町の相談室にしようという町教育相談員の発案があ

り，すぐに教育委員会も賛同し実現した。

〔第V期（＃21～＃25）　現実へ向かって〕

大西　俊江

　空き保育所にプレイルームを移転した；A子はS　Cの

名前や，クラス全員の名前，転校前の小学校のクラスメー

トの名前を黒板に書いた。ワープロで書いたS　Cへの手

紙を持ってくるようになった。またS　Cと卓球をし始め，

一層からだの動きが柔軟になった。空き保育所の中を動

き回って探検したりできるようになった。そしてついに，

S　Cの言葉かけに対して小さく低い声で返事をするよう

になった。

　担任は「ワープロを買ってもらったと知り，《この頃

家でどんな風に過ごしてるの？》と聞いてみたら翌日返

事を書いて持ってきた。それで交換目記を試みたら《転

校直後，後ろから押されたり，行事に参加するなといわ

れた》と書いた。転校前の小学校のクラス全員の名前，

自分（担任）への質問もたくさん書いた。カウソセリソ

グから帰った時，今までは授業中だと自分から入って来

ることはなく自分（担任）が気がつくまで廊下で待って

いたが，ドアをノックして入るようになった。また目記

にr卓球しませんか？』と書いてあった。」とS　Cに語

った。

〔別れ〕

　4月，A子は拠点中学校に入学した。中旬，A子につ

いての小中連絡会議の目，A子はクラスで自已紹介をし

た。A子と同じ小学校だった同級生が喜び，来校してい

た小学校の担任に報告した。感激した小学校の担任はそ

の日の夜，S　Cに涙ながらに電話で報告した。下旬，養

護教諭からA子は英語でも発表ができ，また卓球部に入

部したとの報告を受けた。

　5月になって，養護教諭は昼休みにA子を伴って相談

室を訪れ，S　Cと別れのあいさつをした。A子はS　Cに

にっこりと微笑み，入学を喜ぶS　Cに「ありがとう・・

ございます。」と答えた。S　CはA子がまたS　Cを必要

に思った時には，養護教諭を通じて会うことが可能であ

ることを伝えて別れた。

事例2　X小学校　3年生女児B子　不登校

　7月，拠点校を中心に町の学校全体（中学校1小学校

6）が集まってA子についての事例研究会を行い，A子

自身の変容やプレイセラピーの過程について報告し，理

解を深める機会が得られた。校長からはr我々が若いと

きの教育観からすると，なんで話をしないのかとただ怒

鳴っていたと思う。子どもに丁寧に関わると，このよう

な内側の変化が起きるのかと驚いた。」また別の校長は

「親のせいにして親にプレッシャーをかけてしまいがち

だが，子ども中心に関わ．ってもこのように大きく変容す

ると知って驚いた」といった感想が語られた。
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表1：プレイセラピーの過程と連携

期 プレイセラピーの過程 送迎 担任へのコソサ

ルテーショソ 連携

開 対応の依頼
始

教頭、養護教諭

ま
学校訪問（S　C2）

で 母親（S　C2）

父親（S　C2）
S　C連絡協議会

I ＜関係作り＞

＃1：鶴作り 母親 母親（S　C2）
○ 担任

○ 担任

＃2：おもちゃにさわる 校長

＃3：オセロにさわる 校長

＃4：自分からオセロ 教頭

＃5：アクロバットボール 校長 S　C違絡協議会

＃6：アクロバットボール 校長 ○ 担任

＃7：ポーリソグ，引っ付き虫 担任 ○ 担任

皿 ＜退行＞

＃8：ガソリソスタソド，救急車 父親 父親（S　C1）
＃9：赤ちゃんとお母さん 母親

＃10：赤ちゃんがおもらし 校長

＃11：踏み切り，線路 母親 S　C連絡協議会

＃12：家の中の女の子 母親

皿 ＜家族の再構築＞

＃13：ローマ字で名前 父親 父親（S　C1）

＃14：KF　D 校長 ○ 校長、担任

＃15：キャッチボールゲーム 母親 母親（S　C2）
＃16：家作り、家族の一日 教頭

＃17：ミニピアノ，質間 教頭

＃18：2階建ての家、兄弟物語 教頭

＃19：兄弟物語 校長 S　C連絡協議会

＃20：いじめっ子や仲良しの物語 教頭 ○ 担任

v ＜現実へ向かって＞

＃21：ワープロの手紙 校長

井22：ワープロの手紙 校長 ○ 担任

井23：3階建ての家 校長

＃24：紙芝居、卓球 校長 ○ 担任

＃25：紙芝居、卓球 校長 S　C連絡協議会

＜別れ＞ 父親（S　C2）
小中違絡会

○ 担任

別れのあいさつ 養護教諭

町生徒指導部会
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図1　事例1のサポート体制

管理職

担任

児童

A

保護者

（父・母）

養護教諭 S　C1　　　S　C2

図2　事例1より発展したサポートネソトワーク

児童

B

保護者
（1祖父母）

町教育相談員

担　　任 養護教諭

管理職・その他の職員

S　C

注）線の太さは連携の強さを示す。
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